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応用が想定される領域

課題と背景 解決方法

薄膜塗布・乾燥工程の観察

粒子分散液やスラリーの流動可視化

粒子を分散させた液体の塗工や乾燥を
利用した薄膜製造技術は，インクジェット
印刷，３Dプリンタ，光学フィルム，化粧品
など様々な分野に関連しています．
塗布流動中や乾燥過程における内部粒
子の挙動を把握することは，高品質な膜
を製造する上で非常に重要ですが，近年
の微細なナノ粒子や，高濃度分散液（スラ
リー）などの利用によって，可視化観察は
困難を極めます．
その解決策として，デジタルカメラによ
る撮影画像から粒子濃度の分布を計測す
る手法を開発しました．

簡易な装置構成で，濃度分布の時間変化を計測可能．
レンズ構成を変更するだけで，巨視・微視的な２次元
分布の評価が可能．
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